
フォルダでプログラムを管理した場合の操作 
 
教科書の章毎にフォルダ（ディレクトリ）を作ってプログラムを保存した場合は，フォル

ダを変更すると，コンパイルと実⾏を⾏えます．以下の例では，1 章の内容は chap1 に，
2 章の内容は chap2 に⼊っているものとします． 
 

コマンドプロンプトで cd コマンドを使って，フォルダを変更します．cd は Change 
Directory の略です．ここでは 「cd chap1」と⼊⼒しています．H:\>の表⽰が H:\chap1>
に変わり，chap1 のフォルダに変更されたことが分かります． 
 

 
 
 chap1 の中のプログラムをコンパイルできるようになりました．gcc でコンパイルを⾏い，
実⾏できます． 
 

 
 
 
  



次に chap2 へフォルダを変更するときは，「cd ..」で⼀つ上のフォルダへ戻り，さらに「cd 
chap2」で chap2 へ移動します． 
 

 
 

chap2 のフォルダの中のプログラムをコンパイルできるようになりました． 

 
 
  



なお，フォルダの移動は「cd ..\chap2」のように⼊⼒すると，⼀度の操作で⾏えます． 

 


